
参 加 無 料 

―その理論と演じ方― 

山梨県立図書館 

    山梨大学連携事業 

 
2023年度 第５回 

講師：酒井
さ か い

 京子
き ょ う こ

氏 

（紙芝居文化の会代表･      

 童心社会長） 

子どもたちの大好きな紙芝居！  

なぜ演じることで、作品への共感が生まれるのでしょう？ 

紙芝居の特性を一緒に考えながら、その具体的な演じ方、 

世界への広がりについてもお話ししていただきます。 

日時：令和６年１月２５日（木）午後２時から(午後４時終了予定) 

会場：山梨県立図書館１階イベントスペース東面 定員：６０名 

【申込みについて】 
・子どもの読書に関心のある方ならどなたでも参加できます。お子様同伴での参加はご遠慮ください。 
・裏面の参加申込書にご記入のうえ、ＦＡＸ、郵送、来館等でお申込みください。 
・電子メールでのお申込みも可能です。件名を「子どもの読書オープンカレッジ参加申込み」として、 
 本文に「氏名、所属・職名（一般の方は不要）、電話番号」を記入しご送付ください。 
・申込締切日は１月２３日（火）ですが、定員になり次第受付を終了いたします。ご了承ください。 

キャンパスネット 
やまなし連携講座 

【講師プロフィール】 
 
 1946年、千葉県生まれ。1968年、(株)童心社入社。童心社の編集者として、紙芝

居と絵本の編集に携わる。『花の童話集』（宮沢賢治作 岩崎ちひろ画 1969年）

を皮切りに、『おしいれのぼうけん』（ふるたたるひ、たばたせいいちさく 1974

年）、「14 ひきのシリーズ」（いわむらかずおさく） 等のロングセラー絵本を編

集者として生み出す。1984 年童心社編集長。1998 年童心社社長に就任。現在は、

童心社会長。「出前紙芝居大学」を開催すると共に、オランダ・フランス・ドイ

ツ・スイス・中国等で紙芝居の講座を行うなど、日本のみならず世界への紙芝居普

及に力を注ぐと共に紙芝居の理論化にも努力してきた。2021 年、編集者としての

絵本制作体験をまとめた『本の力』（童心社）を出版。 



山梨県立図書館 サービス課 子ども読書推進担当 行 

ＦＡＸ：０５５－２５５－１０４２          申込締切：令和６年１月２３日（火） 

 。ＦＡＸ送信の場合、送信票等は不要です。このままお送りくださいپ

参加申込書 
第５回 子どもの読書オープンカレッジ 

「紙芝居のすてきな世界صその理論と演じ方ص」   

                                         申込日：令和   年   月   日 

 

 

会場案内 

ふ り が な   

氏   名   

 所属機関名 

（または 一般） 
    

 職 名     

連絡先 

（電話／ＦＡＸ） 
    

 。ご記入いただいた個人情報は、今回の講座にのみ利用させていただきますپ

 この講座は、「第�次山梨県子ども読書活動推進実施計画�改定版�」に基づき、また山梨大学の地域貢献事業の
一環として、山梨県立図書館と山梨大学の共同企画により行われるものです。参加申込みは各回ごとに行います。 

 【お申込み・お問合わせ先】 

 山梨県立図書館  サービス課  子ども読書推進担当 

 〒���-�����甲府市北口二丁目８－１ 
 7(/ ���-���-���� )$;����-���-���� 
 (-PDLO�NRGRPR#OLE�SUHI�\DPDQDVKL�MS 

「きっずるーむ県庁別館」について 
   

 山梨県庁内の一時預かりの託児所「きっずるーむ県庁別館」 
（県庁別館�階、甲府市丸の内一丁目�番�号）の利用（無
料、要事前予約・利用希望日の３か月前の月の初日から予約
可能）を希望される方は、電話 ���-����-����へお問い
合わせください。詳細については、下記のホームページでご確認く
ださい。 

 
 。図書館の駐車スペースには限りがありますٶ
（���台） 
駐車料金は図書館利用者については、�時間ٶ
以内は無料、以降��分につき一般車は���円
です。 
できるだけ乗り合わせてお越しいただくか、公共ٶ
交通機関をご利用ください。 

 。やむを得ず変更・中止の可能性がありますٶ

85/�KWWSV://ZZZ.OLE.SUHI.\DPDQDVKL.MS/ 

 ：/きっずるーむ県庁別館85ٲ
KWWSV���ZZZ�SUHI�\DPDQDVKL�MS�VKRNXLQNVL�WDNXMLV\R�WDNXMLV\R�KWPO 


